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《12月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,337人
　3,698人
　7,035人
　3,520世帯

（－ 8）
（－13）
（－21）
（－ 6）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
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深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）
　あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。しかし青森市から来た私にとって、暮らしやすい深
浦の冬には本当に感謝です。昨年12月に、中泊町【金太豆蔵人間コンテスト】なるものに出場させて頂きました。前々
から金太豆蔵人形劇は知ってはいたものの、知ってるだけで、どこで誰がどのように、いつやっているのか全く知りませ
んでした。調べて見ると歴史は古く、1907年に創作されて以来、既に100年以上に渡って伝えられてきた、伝統ある人
形劇で中泊町駅舎の中に劇場があるんですね。主人公の名前の由来は、人は「豆」々しく、健康で働けば「金」が「多」
く入り「蔵」が建つと言う意味が込められてるんだそう。深いですね。酒飲みで情け深い金太、おちょこちょいでおしゃ
べりだけど、義理堅い豆蔵、二人が漫才をし、世相を嘆き笑い飛ばす、全編津軽弁の人形劇で演者は三代目・木村巌さん。
それをお手本に誰が考えたのか金太豆蔵【人間】コンテスト(笑)その出場依頼が来たのは開催２週間前、つがる市の地域
おこし協力隊、Mさんからの電話「浪岡さんがやるならやる！」って私、やるなんて一言も言ってないんですけど(笑)よ
くよく聞いたら「組むなら浪岡さんしかいない」との事で。本人たってのご依頼でしたので私、特に断る理由も無く早速
練習に入った訳ですが・・。一向にセリフが頭に入ってこない、１日２時間、生活音を一切消し集中、ひたすらセリフを
繰り返すも頭に入ってきてる実感が全くないのです。何回も読んでは声に出し、
付箋で隠しクイズ。やればやるほど出て来ないセリフ。焦りました。本番前日
のネタ合わせ、Mさんは完璧に覚えてる（汗）私は同じところを突っかかるど
ころか、次の話の流れさえ頭に浮かばない・・。歳だし覚え悪くて当然なんて
言い訳してる場合ではないのだ！そしてひたすら2時間、小声で読み合せた結
果、セリフが頭の中にうっすらだが浮かぶようになってきた。少しづつではあ
るが言えるように。相手のセリフが問いとなり、答えを返す。セリフが出てる。
当日会場へ向かう車の中でも練習。いよいよ舞台前、最後のネタ合わせには手
ごたえを感じた。いける！「さぁ次は４番、つがる市地域おこし協力隊のMさ
んと、深浦町地域おこし協力隊の浪岡さんです！」どうぞ！「おろぉ金
太・・・」いよいよネタ開始の豆蔵からのセリフ。ついに始まったぞ、人形が
人間になる我々のあっという間の６分間が・・・。ネタに放り込んだのは西北
各地の名所、つがる市は、遮光器土偶のしゃこちゃん、中泊町は、大石武学流
とステンドグラスの宮越家、そしてわが深浦町が誇る日本一の大イチョウ、各
名所へ東京から遊びに来る銀座のママを案内するネタなのですが。はてさて、
二人は上手くできるべがな？気づくと会場から暖かい拍手が聞こえます。終わ
りました。ホッとした自分がいます。やり切りました。後は「人事を尽くし天
命を待つのみ」    
　今回は６組の参加、去年以上の激戦と言う審査員のコメント。結果は【準優
勝】ちびっこ二人のかわいい金太豆蔵、国際連合チーム、役場職員チームに加
え、混合協力隊で構成された３チームでの激戦。今日まで同じ目標に向かって
努力してきた仲間達との、この何とも言えない心地よい一体感。
　結果はそりゃ勿論大切なんですけど、こんな素敵な時間はそうそう無いとい
つも思うんです。挑戦って必ず何かをもたらしてくれる。今年も挑戦あるの
み！
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朝夕のお食事はお部屋でゆっくりと。
※場合によってはレストランでのお食事になりますので
ご了承ください。
深浦キャンペーンご利用で
さらに 円引き ※ 月 日まで

詳しくはアオーネ白神十二湖へ☎
年もよろしくお願いいたします。


